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今回は第10号トレンチの南側拡張調査区で見つかった「木の埴輪」とも呼ばれる「木製樹物（もくせい
たてもの）」の復元案を大公開しちゃいます。まだまだ、室内調査をしっかり進めないとはっきりとした
ことは言えませんが、出土状況やモノの遺存状態から推測してみました。

出土した木製樹物群

「木製樹物」の様々な部品がまとまって出土
したよ！
それぞれの部品をよーく観察すると、空けら
れた穴にもともと組まれていたと考えられる
部品の一部が残っていることがわかったよ。
そのような情報を現段階でまとめて見ると右
の想像図のようになるのかなーとボクは考え
ているんだ。
でももっともっとよく調べてみないと確実な
想像図は描けないな。でも、こんな長ーいも
のが古墳のまわりに立てられていたとした
ら、ずいぶんイメージ違うよね。

こういう組み立て式の「木製樹物」は全国的
にも大変珍しいものなんだ。すごいぞ！銚子
塚！

銚子くん

刀剣形製品 円盤形製品 円盤の端のの穴にはめ込まれた部品の痕跡が残る

長さ160㎝の棒状製品の先端は鉛筆のように尖る」円盤形製品 円盤の中心の穴に部品が残る

　ヒラヒラしたものまで付
けちゃったのは、ちょっ
と復元が大胆すぎたか
な？
　でもね円盤に立てられ
ていたと考えられる刀剣
形木製品の上のほうに
は小さな穴が空けられ
ているし、差込部分は外
側に引っ張られたような
痕跡もあるんだ。何か
がぶら下げられていた
ように思うんだけど
なー？
どうでしょう皆さん！

銚子くん

高さは少なくとも1.6ｍ以上ある
折れた棒がつながると2.4ｍ以上あるぞ

使われたときは支柱の先端は地面に刺されていたらしい

ルンルン～！


